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の第 1 部と、個別的な分析を行った第 2部からなり、末尾に資料として、談話データ(テキスト)と、本文で取り上
げられた 4項目以外の言語項目の簡単な使用実態を掲載する。
第 1 部は 3 章よりなる。第 1 章では、 1895 年の日清講和条約以降、第二次世界大戦が終結するまでの台湾におけ
る日本語の普及過程と在台日本人の社会言語的状況、また現在の台湾におけるリンガフランカとしての日本語の使用
状況が整理される。続く第 2 章では、本論が分析対象とする台湾の日本語にアプローチするための 2 つの視点、すな
わち í (第二)言語消滅」の視点と「バリエーション」の視点を採用して行われた先行研究をそれぞれ概観し、その
2 つの視点を統合しつつ本論の立場を明確にする。第 3 章では、調査の概要および本論文の対象とする 8名のインフ
ォーマントの属性がまとめられている。
第 2 部は 5 章よりなる。日本語がリンガフランカとして同じ非母語話者相手に用いられた場面(以下 LF ドメイン)
































している。また、 50 年にわたっての第二言語の維持、 LF ドメインと NS ドメインの 2 つの談話データを対照しての
分析といった視点や手法は、これまでの接触言語学の領域では先行研究がほとんどなく、きわめて斬新である。言語
構造の単純化と単一スタイル化といった視点が一貫しているために、論文としてのまとまりにも優れている。
ただし、いくつかの間題点がないわけではない。たとえば 8名の話者の総合的な日本語能力を最初に判断し、その
能力の違いによってインフォーマント聞の言語構造の単純化のありかたの違いを説明しているが、その日本語能力の
判断がどのようになされたのか、必ずしも明確ではない。また、個々のインフォーマントの上記総合的な日本語能力
と実際に観察される言語構造・スタイル面で、の単純化のありかたを相関させ、能力の高い話者と低い話者のもつ台湾
日本語の特徴の違いを当該言語の消滅プロセスとして解釈し、その消滅のプロセスを推定しているが、そのような個
人間の共時的バリエーションを通時的消滅過程と読みかえる理論的根拠はまだ十分に確立しているわけではない。
このようにいくつかの間題点は残されているが、これらはむしろ、今後の発展のための課題として捉えられるべき
性質のものであって、台湾日本語の詳細な記述をめざした本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって本論
文は、博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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